
令和５年１月２３日

一般社団法人 ふくいエネルギーマネジメント協会

福井県内 経営専門家のための

省エネ・脱炭素経営
支援セミナー
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ふくいエネルギー
マネジメント協会って？

平成29年3月設立（約６年）

省エネを中心に、県内企業の支援

脱炭素経営への支援
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地域の課題は地域で解決

ふくエネは地域の省エネを支援します。

省エネ診断

セミナー・情報発信

スマート省エネ事業
（福井県調査受託）

補助金相談・支援

エネオク（電力切替）

省エネ相談

再生可能エネルギー
一般社団法人ふくいエネルギーマネジメント協会
〒910-0005 福井県福井市大手3丁目1番13号

TEL 0776-50-2808 FAX 0776-31-2900
support@fema-fukuene.com http://fema.jp/
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実施体制



脱炭素経営の取組みに向けて
４つのステップ

第一歩は省エネ
脱炭素経営の取り組み例

STEP１ STEP２ STEP３ STEP４

環境価値

環境価値の購入省エネの実施 電力切替
RE100電力の調達

太陽光発電の導入
自家消費

太陽光発電新電力省エネ

CO2
CO2

CO2 CO2
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STEP０

CO2

エネルギー使用の現状把握
CO2排出量の把握

省エネ診断・支援

省エネ診断
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省エネ診断

省エネ相談

まずはご相談ください
省エネ診断の流れや、補助金
導入に向けた流れを訪問して説
明させていただきます
省エネ補助金加点要素

第一歩は省エネから
～ふくエネは専門家による省エネ診断を

実施しています～

経産省「省エネお助け隊」
診断⇒取組み支援
補助率9/10（事業者負担1～1.5万円）

■実績
平29～令２年度 53事業所
令和3年度 14事業所
令和4年度 39事業所
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エネルギーの
「見える化」

“もったいない”
の抽出

省エネへの
気づき

運用改善や
補助金活用の
アドバイス
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セミナー・情報発信

●令和元年度
省エネセミナー４回

第1回：補助金 17名
第2回：ＺＥＢ 33名
第3回：補助金、無料省エネ診断 18名
第4回：SDGs＋省エネ 16名

連続セミナー 7回 45名（のべ105名）

●令和３年度
省エネセミナー１回

省エネからはじめる脱炭素化 15名

連続セミナー 5回 17名（のべ43名）
新たに設備管理保全担当者や
省エネ担当者になられた方、新
入社員等を対象
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●国が推進する省エネ対策の普及促進を
目的としています
→中小企業者の省エネ対策を重視

●エネルギー多消費の14業種を対象

スマート省エネ事業
（福井県調査受託）



●お金をかけない取組み（運用改善）を
中心に掲載しています

●事例では具体的な削減金額、投資回収
年数を示しています
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活用の３ステップ（例：機械製造P3～４） もったいないと思うことがないか
できていること・できていないこと

何ができるか・できないか
把握することが大切です
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事例：コンプレッサ（例：眼鏡製造P18・P21）
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製造業の工場では、コンプレッサの運転時間
が長いため、大きな省エネに繋がります。



事例：放熱防止（例：染色撚糸P9）廃熱利用（例：染色撚糸P27）
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熱を逃さない工夫や、熱を回収し再利用する
ことは、大きな省エネに繋がります。



チェックシートの活用（例：機械製造P39～40）

パッと一目で分かり
やすい対策一覧
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補助金相談・支援 補助金活用アドバイス
～ふくエネは補助金導入までアドバイスします～
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補助金一覧表 福井県HP-環境政策課-省エネ
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経済産業省「省エネルギー投資促進・需要転換支援事業費補助金」



18

経済産業省「省エネルギー投資促進・需要転換支援事業費補助金」

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一
次
公
募

二
次
公
募
？

3/3～4/5 5/26 ～2/6 ～3/31

5/25～6/30 8/31

公
募
申
請

交
付
決
定（
採
択
）

実
績
報
告

補
助
金
支
払
い

～2/6 ～3/31

公
募
申
請

交
付
決
定（
採
択
）

実
績
報
告

補
助
金
支
払
い

契約・工事計画・準備

契約・工事計画・準備

斜字：令4
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環境省「工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業（SHIFT事業）」
【令和４年度第２次補正予算4,000百万円】
【令和５年度当初予算 3,600百万円】



20

環境省「工場・事業場における先導的な脱炭素化取組推進事業（SHIFT事業）」

CO2
削減
計画

事業所全体で▲15％
システム系統で▲30％ 補助率 1/3

上限 1億円

補助率
1/2または

7,700円/t-CO2

上限 0.5億円

Ａ標準事業

Ｃ中小企業事業
どちらか低い方
補助対象経費×1/2＝1,000万円

10万kWh×CO2排出係数0.000469＝
46.9t-CO2
46.9t-CO2×法定耐用年数15年×7,700
円＝540万円

（例）空調設備更新
補助対象経費 2,000万円
年間CO2削減量 10万kWh

補助対象経費×1/3＝666万円

先進的省エネ（経済産業省）だと・・・
2,000万円のうち1,500万円が機器費として
1,500万円×1/3＝500万円

〔ポイント 〕
設備更新に合わせて補助金シミュレーションを行うことで、
どの補助金が有利なのか、検討しておくことが大切
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補助金活用時の注意点補助金活用時の注意点
○ 前年秋から計画を、公募開始されてからでは間に合わない？
○ 不採択になる可能性（予算の範囲内で採択が決定）

○ 煩雑な事務作業が発生（事業完了後も、3～4年は実績報告が必要）

○ 施工時期が限定され実質秋工事（採択前の発注は不可。事業完了日1月末厳守）

○ 施工計画の変更が難しい
○ 工事費を一旦全額支払う必要がある（補助金交付は事業完了後3月）

○ 法定耐用年数の間は適切な管理が必要、無断で処分不可

○ 前年秋から計画を、公募開始されてからでは間に合わない？
○ 不採択になる可能性（予算の範囲内で採択が決定）

○ 煩雑な事務作業が発生（事業完了後も、3～4年は実績報告が必要）

○ 施工時期が限定され実質秋工事（採択前の発注は不可。事業完了日1月末厳守）

○ 施工計画の変更が難しい
○ 工事費を一旦全額支払う必要がある（補助金交付は事業完了後3月）

○ 法定耐用年数の間は適切な管理が必要、無断で処分不可

補助金活用のメリット補助金活用のメリット
○ 投資費用の縮減、投資回収年数の短期化
○ 設備更新計画の前倒しによるランニングコストの縮減
○ 最新機器導入による生産性向上
○ 老朽化機器運転による不安を解消

○ 投資費用の縮減、投資回収年数の短期化
○ 設備更新計画の前倒しによるランニングコストの縮減
○ 最新機器導入による生産性向上
○ 老朽化機器運転による不安を解消
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困ったときは「ふくエネ」が支援します！

ふくエネの支援
①省エネ相談

省エネだけではなく、
再エネも含めエネルギー分野なら何でも

②省エネ診断

③取組み支援

④補助金相談・支援
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ご清聴ありがとうございました。

問合せ先

（一社）ふくいエネルギーマネジメント協会 高田、荒川
福井市大手3丁目1番13号
電話 ：0776-50-2808 ＦＡＸ：0776-31-2900


